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充
実
し
た

交
通

通

信

の

整

備

福祉社会づくりをめざし…

日

年

度

疎
地
域
振
興

昭

手口

55 

過

蟻 地 の
決域町 事 町
さ振で 業 時
れ 興 はを
ま今寺 、有守ま
し別今 っ ち
た措年てつ
。置道 いく
そ 3去南まり
ニに て'すを
でよた 。進
、るだ め
過計一 る
語函カ、 た
地の所 的

域 事 ミ
振務全
興 を 道 昭
計進で 型
画め三 ";" 
のてヵ、 す

あい所 八
らま) 年
ま L 、今、
L た新勺
にがた 手
つ、に十

いー坦 享
τの車干
おほ地 度
知ど域 ま

〈
〉
国
鉄
の
路
線
改
良

ιよ
る
高
地
化

瀬
棚
|
札
幌
聞
に
直
通
急
行
列
車
速

行
の
促
進
と
一客
車
内
運
F

什
及
ぴ
貨
物

の
通
行
期
間
の
延
長
と
住
民
生
活
に

笹
泊
し
た
休
制
の
実
現
会
推
進
す
る
。

。

国

道
ニ
七
七
号
線
は
旧
線
形
の
舗

装
で
あ
り
、
一
次
改
築
の
早
期
実
現
を

は
か
る
。

。
道
々
芸
利
河
、
品
牧
産
業
開
琴
一
喝

路
町
開
設
及
び
改
良
延
長
の
実
現
を

促
進
す
る
。

。
主
要
幹
線
の
町
道
稲
防
相
線
等
の
整

備
を
促
進
す
る
0

0

町
道
内
改
良
舗
装
と
木
怖
を
氷
久

橋
に
架
換
を
促
進
す
る
。

。
脱
林
道
の
務
怖
を
促
進
す
る
。

。
屯
話
施
話
回
は
全
町
に
普
及
さ
れ
て

い
る
が
、
な
お
個
人
加
入
を
促
進
し

九
十
%
の
普
及
に
努
的
る
。

。
町
準
芙
利
河
温
来
線
花
石
1
住

吉
線
、
旭
台
線
、
企
原
線
、
稲
村
線

的
道
々
口
刊
絡
を
強
く
要
請
す
る
。

創
造
性
豊

か
な

教
育
文
化
の

整
備

〈
〉
小
中
U

十
校
を
適
性
な
規
棋
に
統
合

し
、
老
朽
校
舎
改
築
、
屋
内
体
育
館
、

屋
外
巡
動
場
、
プ
ー
ル
、
そ
の
他
体

育
拍
設
ス
ク
ー
ル
パ
ス
及
び
教
只

住
宅
を
総
A
百
的
に
艶
備
す
る
.

。

士

化

固
体
育
地
語
等

・
教
育
環
境

盤
備
を
は
か
る
。

。

史
蹟
寺
町
調
査
を
行
う
と
と
も
に

郷
土
舘
、
資
料
館
、
園
出
館
等
の
社

会
教
官
泊
五
百
円
盤
備
を
行
、
つ
。

生
活

環
境

と

福
祉
施
設
の
整
備

手
を
つ
な
ぐ
税
の
会
、
遊
覧
を

も
っ
税
同
会
を
中
心
に
重
度
心
説
叫

害
児
(
者
)
の
教
育
的
場
と
し
て
道

立
養
1
4
学
校
の
誘
致
に
努
め
る
。

0
6
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

老
人
ク
ラ
フ
の
活
動
育
成
と
老
人
福

祉
政
策
的
推
進
に
努
め
る
。

く〉

計
函
の
八
束
橋

過
疎
地
域
と
は

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
で
い
う

過
疎
地
域
と
は
、
人
口
が
著
し
く
減
少

し
、
財
政
力
指
数
が
若
し
く
落
ち
こ
ん

だ
こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
的
機
能
が
低

下
、
生
活
水
準
及
び
生
産
機
能
が
他
の

地
域
と
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
を

い
い
ま
す
。

(
ム
寸
金
町
の
人
口
減
少
率

は
、
三
十
五
年
|
五
十
年
で
二
五

・
四

%
で
指
定
対
象
は
二
十
%
以
上
)
。

こ
の
よ
う
な
地
械
を
救
済
す
る
た
め

に
、
法
で
は
生
話
環
境
、
産
業
基
盤
等

の
経
備
に
つ
い
て
総
合
的
、
計
画
的
な

対
策
を
進
め
る
に
必
要
な
特
別
措
置
を

講
じ
、
地
域
的
振
興
を
は
か
る
と
し
て

い
ま
す
。
過
疎
地
域
は
、
ど
の
よ
う
な

基
準
で
き
め
る
か
と
い
う
と
、
国
勢
調

査
に
よ
る
人
口
の
減
台
車
と
そ
の
地
域

。

簡
易
木
迅
町
艶
備
を
は
か
る
@

。

公
衆
浴
場
、
脱
珠
物
、
し
尿
、
下

水
道
的
整
備
を
促
進
す
る
。

。

消
防
施
設
の
盤
備
充
実
を
図
る
と

と
も
に
消
防
体
制
的
広
域
化
と
救
急

休
制
を
推
進
す
る
。

。
公
福
住
宅
円
建
設
を
推
進
す
る
0

0

火
葬
場
監
備
に
つ
い

て
は
、
墓
地

公
図
と
し
て
建
設
す
る
。

。

集
落
施
設
の
建
設
を
推
進
す
る
。

医

療

施

設

の

整

備

。
町
立
病
院
を
地
域
総
合
病
院
と
し

て
芦
疋
を
受
け
体
制
的
充
実
を
則
す
。

医
療
の
体
制
、
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
保
健
婦
の
活
動
を
推
進
。

く〉

豊
か
さ
を
高
め
る

産
業
の
振
興

。

経
営
規
般
に
応
じ
た
経
営
転
換
を

は
か
る
。

。

各
種
佐
目
的
輪
作
休
系
の
確
立
と

地
力
を
増
強
し
、
県
業
用
機
械
及
び

近
代
化
施
設
を
中
心
に
集
団
化
共
同

利
用
の
経
営
合
理
化
を
図
る
。

。

良
業
所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
、

民
用
地
の
開
発
及
び
土
地
基
盤
、
園

場
の
整
備
を
推
進
し
、
不
作
付
地
、

未
利
用
地
に
つ
い
て
も
燥
用
地
利
用

地
進
卒
業
に
よ
り
高
度
利
用
を
促
進
。

。

総
合
か
ん
ば
い
卒
業
に
よ
り
か
ん

計
画
が
決

で
の
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
番
種

に
追
加
、
指
定
さ
れ
た
町
は
新
過
疎

策
定
が
終
り
第
二
固
定
例
町
機
会
で

ら
せ
し
ま
す
。

の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
一
定
の

弘
弘
主
刀
法
で
計
算
し
た
財
政
力
指
数
の

い
ず
れ
も
が
、
一
定
の
基
孟
数
値
以
上

で
あ
る
と
指
定
に
な
り
ま
す
。

過
疎
地
域
振
興
計
画
と
は

過
疎
地
域
振
興
計
画
は
、
過
疎
地
域

振
興
特
別
法
に
基
づ
き
町
が
策
定
し
ま

す。
こ
の
計
画
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の

協
議
を
必
要
と
し
、
協
議
が
終
る
と
町

議
会
に
提
案
し
て
議
決
を
得
ま
す
。
さ

ら
に
固
に
提
出
し
そ
の
象
認
を
得
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
計
画
訟
に
基
づ
い
て

行
、
ユ
品
業
の
財
源
は
、
過
疎
依
(
七
十

%
は
地
方
交
付
税
で
町
へ
申
立
叩
さ
れ
る
)

と
い
う
特
別
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
財
源
的
乏
し
い
町

村
で
は
最
多
〈
め
事
業
が
で
き
ま
す。

aa--司
工
事
中
の
国
保
病
院

が
い
用
排
水
施
設
、
政
道
、
客
土
、

暗
渠
半
業
、
土
地
基
盤
施
設
等
町
時
一

備
を
は
か
る
。

。

し
い
た
け
、
な
め
こ
等
の
特
産
物

の
生
産
拡
大
と
段
高
産
物
の
流
通、

集
出
荷
施
設
加
工
場
町
誘
致
を
推

進
す
る
。

。

佐
良
雌
牛
、
家
畜
の
導
入
と
放
牧

施
設
等
を
務
備
す
る
。

。

商
工
業
者
の
体
質
改
普
と
金
融
制

度
を
強
化
し
、
ノ
仕
組
施
設
髭
備
の
近

代
化
キ
」
推
進
す
る
。

〈〉

無
尽
蔵
に
浬
蔵
さ
れ
て
い
る
大
型

石
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
等
の
企
業
の
誘
致

を
推
進
す
る
。

。

自
然
休
養
林
を
生
か
し
、
也
泉
、

タ
ム
等
新
し
い
観
光
資
似
ル

1
ト
を

( 2) 

ま
る

従
っ
て
過
疎
地
域
内
町
村
で
は
、
ど

こ
で
も
計
画
訟
を
つ
く
り
、
認
定
を
受

け
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

A
白
の
計
画
官
、
今
年
新
し
く
制

定
さ
れ
た
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法

に
基
づ
い
て
、
今
年
度
を
初
年
度
と
す

る
向
、」
う
五
か
年
の
町
づ
く
り
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

計

画

σ〉
基

本

方

針

本
町
は
、
出
荷
林
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
今
自
の
地
歩
を
築
い
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
の
減
速
経
済
下
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
基
幹
産
業
の
構
造
的
改
善
、
合

理
化
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
対
応
と
相

ま
っ
て
、
着
実
な
行
財
政
の
運
μ
ち
を
は

か
り
、
社
会
弘
盛
の
整
備
や
教
育
文
化

の
振
興
な
ど
、
次
の
諸
施
策
を
総
合
的

に
進
的
、
住
民
の
地
域
社
会
に
お
け
る

持
帯
感
を
深
的
、
調
和
し
た
共
同
体
意

識
を
結
集
し
て
「
明
る
く
住
み
良
い
山
丘

か
な
高
調
祉
社
会
都
市
」
内
実
現
を
は

か
る
も
の
で
す
。

碓
立
し
て
各
陣
地
波
野
山
畑
を
推
進
c

o
燃
料
に
対
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
推
進
す
る
.

集

落

整

備

。コ

。

覇

河

地

区

に
対
し
て
は
、
住
宅

団
地
寺
桜
備
し
公
営
住
宅
の
建
設
を

促
進
す
る
。

〈
〉
集
落
の
再
編
成
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
住
民
が
安
心
し
て
社
会
生

活
が
営
め
る
各
種
公
共
施
設
の
位
認

を
推
進
す
る
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

以
上
許
函
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
記

載
し
ま
し
た
が
、
本
計
画
の
効
呆
あ
る

推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
関
係
機
関
は
も

と
よ
り
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

( 3 ) 



情
報
曲
豆
か
に
視
野
広
<

今
金
地
域
大
学

ー

新
し
い
情
報
と
、
広
い
視
野
か
ら
の

も
の
の
見
方
を
学
ん
で
、
過
疎
の
ま
ち

に
新
風
を
起
こ
そ
っ
と
い
う
趣
旨
で
今

金
地
域
大
学
が
四
月
に
発
足
し
、
ユ
ニ

ー
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ツ
ン
と

し
て
大
変
好
評
を
得
て
い
る
今
金
地
域

大
学
(
杉
本
筆
者
学
校
長
)
は
八
月
四

日
夜
、
テ
レ
ビ
や
著
作
で
お
な
じ
み
の

女
性
タ
レ
ン
ト
、
イ
l
デ
ス
・
ハ
ン
ソ

ン
さ
ん
を
招
き
、
「
私
の
日
本
観
」
と

題
す
る
講
演
に
よ
る
第
四
国
自
の
講
座

を
開
き
ま
し
た
。

町
内
の
青
年
層
を
中
心
に
、
部
落
の

方
々
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
」
貝
、
主

婦、

O
L
な
ど
約
三
百
十
人
の
学
生
が

集
っ
た
。
地
域
大
学
は
、
第
一
回
、
元
N

H
K会
長
の
前
田
義
徳
さ
ん
、
第
二
回A4
.
 講

師
は
著
名
文
化
人

教
育
詩
論
家
の
阿
部
進
さ
ん
、
第
三
回

目
は
北
海
道
新
聞
小
砕
支
社
報
道
部
長

兼
論
説
委
只
(
元
北
柏
山
支
局
長
)
町

小
杉
章
悟
さ
ん
と
今
回
は
第
四
国
民

イ
l
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
こ
の

目
、
「
道
内
は
何
回
か
訪
れ
た
け
ど
、

道
南
は
初
的
て
、
テ
レ
ビ
み
た
い
に
一

方
通
行
で
な
く
、
気
軽
な
捗
故
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
」
と
や
ん
わ
り
ム
ド
づ

く
り
に
懸
命
。
そ
の
あ
と
外
国
人
と
比

べ
た
場
合
の
日
本
人
の
特
徴
に
つ
い
て
、

ス
ム
ー
ズ
な
関
西
弁
で
笑
い
を
誘
い
な

が
ら
話
を
す
め
ま
し
た
。

誌
義
の
中
で
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
「
日

本
人
的
統
一
性
の
強
き
」
ー
か
ウ
チ
。

と
ν
ソ
ト
u

の
徹
底
よ
り
に
触
れ
、
余

り
に

n
ウ
チ
。
を
意
識
過
ぎ
る
結
果
、

交通安全運転に願いこめ

忘れずに締めてね (シートベルト)

で

を

地域大学で講義するイーデスハンソンさん

外
国
人
の
誤
解
を
招
く
よ
う
な
外
交
下

手
に
な
っ
て
し
ま
う
面
を
指
摘
し
ま
し

た
。
昨
今
、
外
国
人
と
の
交
わ
り
が
増

え
て
い
る
現
状
で
は
、
「
も
う
少
し
、

言
葉
で
よ
く
説
明
す
る
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
」
自
己
P
R
が
大
事
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
、
講
座
を
一
締
め
ま
し
ア』。

やンートベルトを;忘れずに締めてね"ーと

7月29日町婦人会、町交通安全指導員が
役場面jの国道てや道ゆく車を止めてドライ

ノ〈ーに呼ひPかけま Lた。
この指導は、約 1時間展開されたが、

ン トヘルト町着用していた運転者は意

外に低〈、近くの交差占て信号待ちして

いる陪lに急いでつけたと見られる、ちゃ
っカ湿り海Eもし、ました。
1時間に213台を点検した結果活用し

ていた運転者は18人と低調さに交通指導

只らは鯖L、ていました。これを契機にン

ートベルトの箔用指導を強めたいと北楠

山警察署では述べていた。

日明
本日
の
た
め
今
日
の

jn
u
z
-
-
l
司
耳
ヘ

を
知
る
調
査
唱

t
E
F
.
r
E
/
岡
剛
山
回
勢

人ひとり世帯一つが固の基礎

9月下旬から

各世帯を訪問

2，700 

2，500 

2，200 

1，900 

人口、世帯数の推移第 1表
13，00 

10.000 

12，00 

11.00 

「哀の交通安全道民総〈るみ迅i動J
今金町は*ねむ気きましにジンタ Y

国
制
詰
査
は
図
的

nT基
本
的
な
統

計
制
査
で
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
国
内
に

住
む
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
調
査
は
大
正
九
年
か
ら
五
年
ご
と

に
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
イ
一
一
一回
目
に

あ
た
り
ま
す
。

今
年
十
月
一
目
、
全
固
い
っ
せ
い

に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ニ

れ
は
国
の
最
も
基
本
と
な
る
調
査
で
、

一

特
に
今
回
は
十
年
に

一
度
の
大
規
模

調
査
に
あ
た
る
た
め
、
前
回
五
十
年

よ
り
調
査
項
目
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

今
月
は
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
一

す
。

今
回
の
調
査
は

1，600 

1，300 

畑
ゆ
昌
明
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町の人口ピラミッド

年令別人口構成 (50年)

第2表

本
町
の
第

一
回
調
査
か
ら
の
人
口
お

よ
び
世
帯
数
は
第
一
表
の
と
お
り
で
す

が
、
今
囲
内
結
果
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
経
済
構
造
内
玄
化

に
伴
ヰ
つ
職
業
、
産
業
別
人
口
の
分
布

女4，782人
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と

事見

金

相

続

V
納
税
義
務
者

相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得

し
た
人
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

V
相
続
税
の
計
算

①
相
続
財
産
価
傾
か
ら
mm務
や
葬
式

資
用
を
差
引
い
て
、
正
味
の
遺
産
額

を
科
料
併
し
ま
す
。

②
正
味
の
遺
産
額
か
旬
、
基
礎
控
除

額
を
差
引
い
て
課
税
遺
産
額
を
算
出

し
ま
す
。
「
基
礎
控
除
額
」
と
は
次

の
イ
と
ロ
の
A
F計
額
で
す
。

二
千
万
円

イ

四
百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数

を
か
け
た
金
頭

③
②
で
卦
弘
し
た
課
税
泣
産
額
を
、

各
相
続
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
定
相

続
分
に
応
じ
て
引
継
ぐ
も
の
と
仮
定

し
た
金
額
に
、
税
率
を
か
け
て
税
頒

を
算
出
し
、
そ
の
合
計
砧
闘
を
相
続
税

内
総
額
と
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
町
民
法
改
正
で
、
法

定
相
続
分
が
変
り
ま
し
た
が
、
こ
の

改
正
は
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
以

後
町
相
続
に
つ
い
て
、
適
用
さ
れ
ま

す。
ロ④

各
相
続
人
が
納
め
る
税
額
は
、
③

で
計
算
し
た
相
続
税
の
総
額
を
、
各

相
続
人
が
実
際
に
取
得
し
た
遺
産
額

の
割
合
に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た
額
で

す
が
、
相
続
人
が
配
問
者
や
未
成
年

者
、
心
身
障
忠
喜
な
ど
の
場
合
に
は

人
口
移
動
的
実
態
な
と
も
あ
き
ら
か
に

主
り
ま
す
の
で
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
リ

を
考
え
る
?
え
で
も
大
切
主
調
査
と
い

え
ま
す
。調
査
の
し
く
み

調
査
は
、
次
の
流
れ
で
行
主
わ
れ
ま

す
。

201 

総
理
府
統
計
局
道

l
町
-
|
国
勢
調

査
指
導
員
|
国
勢
制
査
只
l
各
世
帯

各
世
帯
で
記
入
さ
れ
た
調
査
表
は
右

の
流
れ
の
逆
に
い
っ
て
、
最
終
的
に
は

固
に
集
め
ら
れ
共
計
か
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
活
動
は
、
本
町
の
場
合
、
町
長

め
推
せ
ん
に
よ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
す
る
調
査
員
の
か
た
が
た
が
行
な

い
ま
す
。
そ
の
活
動
向
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
翻
衣
事
務
打
合
せ
会
九
月
十
三

日
午
後

一
時
、
町
民
セ
ン
タ
ー

②
調
査
票
の
配
布
九
月
二
十
四
日

ー
三
十
目

。
担
当
地
区
町
純
函
的
確
認

。
世
帯
ご
と
に
記
入
方
法
を
説
明
し

記
入
を
依
頼

1∞ lω 加'00 

調
査
白
川
月

1
日
嗣

③
開
査
表
内
と
り
ま
と
め

日
ま
で

十
月
五

さ
ら
に

一
{高
椋
が
税
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

(4 ) 

V
申
告
と
納
税

申
告
は
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
目

的
翌
日
か
ら
六
か
日
以
内
に
、
死
亡
し

た
人
の
年
所
地
の
所
轄
税
務
署
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
納
税
も
、
申

告
期
限
と
同
じ
日
ま
で
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

相
続
税
頒
が
五
万
円
を
起
え
て
い
る
と

き
は
、
五
年
(
特
別
の
場
合
は
十
年
、

又
は
十
五
年
)
以
内
何
年
賦
で
納
め
る

延
納
ゃ
、
ま
た
、
金
銭
で
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
相
続
し
た
財
産

で
納
め
る
物
納
町
方
法
が
あ
り
ま
す
。

目首

与

キ見

金

と

贈
与
税
は
、
そ
の
年
の
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に

贈
与
を
受
け
た
財
産
的
合
計
誠
が
、
基

礎
控
除
額
の
六
十
万
円
を
越
え
る
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
額
に
か
か
り
ま
す
。

調
査
の
内
容
と

記
入
方
法
は

調
査
表
に
記
入
す
る
内
容
は
、

川
世
苦
お
一
人
一
人
に
つ
い
て

氏
名
、
男
女
の
別
、
出
生
町
年
月
、

現
住
居
に
入
局
し
た
時
期
、
教
育
、
就

業
状
態
、
従
業
員
、
通
学
地
、
職
業
な

ど
十
五
項
目

ω世
帯
に
つ
い
て

収
入
内
種
類
、
住
居
む
ど
七
項
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
固
め

調
査
表
的
記
入
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
が

マ
ス
自
に
黒
鉛
筆
で
総
を
入
れ
る
寸
マ

ク
ン

l
ト
方
式
」
で
す
。
こ
れ
は
光

学
式
マ
ー
ク
読
取
り
装
置
に
か
け
て
電

子
計
段
磯
で
集
計
す
る
た
め
で
す
。

国
勢
詞
査
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な

窓
義
と
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、

み
も
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
一
層
的
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
公
表

グ〉

詳男

k高
給の

言語
来十

主両
B Lミ
降町一
で村
す 別



統 J

猪計
股功
敬労
ニ者
さに
ん

昭
和
五
十
五
年
度
統
託
功
労
者
の
北

海
道
社
会
貢
献
貨
に
宇
治
穂
町
猪
股
敬

一
一
さ
ん
(
茸
真
)
が
そ
の
功
績
を
認
め

ら
れ
八
月
二
十
二
日
旭
川
市
で
聞
か
れ

青
年
運
動
会
で

利
別
新
団
優
勝

八
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分
か
句
今

た
全
道
統
計
大
会
的
席
上
で
時
れ
て
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

猪
股
敬
二
さ
ん
は
、
昭
和
十
三
年
か

り
、
三
十
八
年
閉
め
木
き
に
わ
た
り

国
勢
人
口
、
良
業
基
本
調
査
等
の
調

査
員
と
し
て
、
統
計
制
査
の
使
命
を
わ

き
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
の
な
義

内
容
を
よ
く
理
解
、
忠
心
し
、
そ
の
調

査
し
た
内
容
は
市
に
正
確
が
期
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
猪
酔
嗣
査
只
は
、
担

当
調
査
内
に
お
け
る
穆
]
回
の
徹
底
に
努

め
た
ほ
か
、
町
の
啓
蒙
指
導
に
卒
先
、

協
力
さ
れ
、
そ
の
推
進
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

金
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
若
い
山
川
内
を

燃
や
し
仲
間
の
輸
を
広
げ
よ
?
と

町
内
の
青
年
が
一
主
に
会
L
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。当

日
は
、
量
り
空
な
が
り
、

町
内
か
ら
六
チ
ム
主
茄

し
各
チ

1
ム
か
ら
ユ
ニ
!
?

な
挑
戦
状
が
出
さ
れ
、
男
子

一
O
O灯
競
争
か
ら
競
技
開

始
。
ふ
だ
ん
走
っ
て

4
い
せ

い
か
選
手
は
ば
て
気
味
、
特

に
竹
馬
競
争
、
三
人
四
脚
主

ど
は
、
思
う
よ
う
に
で
き
ず

あ
せ
り
、
終
日
グ
ラ
ン
ド
は

青
年
の
声
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お

り
。
一
位
利
別
新
団
、
二
位
極

川
、
三
位
金
原
の
各
チ
ム
。

山本靖彦さんの

乳牛に最高位賞

i 
第 17回町

主
催
の
第
十
七
回
今
金
町
家
主
百
共

進
会
は
、
七
月
二
↓
三
百
、
家
主
同
市
場

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

出
陳
さ
れ
た
の
は
、
町
内
各
地
区
の

予
選
を
通
っ
た
乳
牛
四
十
頭
と
馬
十
七

頭
日
頃
か
ら
手
入
れ
を
し
て
い
る
牛
馬

図

感

謝

し

ま

す

図

-
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
子

託
払
い
山
出
し

マ
佐
々
木
一
夫
さ
ん
(
御
影
)
か
ら
三

万
円
を
会
席
問
視
返
上
し
て
町
社
協
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

円

v
立
正
佼
成
会
柏
山
支
部

(代
表
大
企

堅
太
郎
さ
ん
)
が
西
瓜
三
個
、
盆
供
益

言

、
査
ふ
審

」'
かゆ入念

r

で

一γ
巾

1

1

‘
f
一

『，

J44
恥
宅
ネ

ル

a
、王

7
，
d

岡
山
、.t-軒
γ
?

観

一円
j
a
A

用
参

完
封
'
A
企

A
S

晶

子

J

主
防

J-w
也

-up
〕

a
a
-
-，

i
 

F

d
w

ィ

札

価

争

点

ユャ

ば
か
り
と
あ
っ
て
念
入
り
な
採
占
、
が
行

わ
れ
た
が
、
優
勝
牛
馬
は
次
の
と
お
り

決
ま
リ
ま
し
た
。

。
乳
牛
の
部

マ
一
部
(
生
後
満
五
カ
月
以
上
十
カ

月
未
満
)
ン
ン
デ
レ
ラ
マ
ス
タ
ー
ボ
ブ

(祢
江
・
伊
藤
実
)
マ
二
部
(
生
後
4

也、，

(凶
名
)
を
嬰
存
図
へ

マ
石
以
降
一
さ
ん
(
花
石
)
か
句
大
根

七
十
三
鎚
を
笠
寿
図
へ

マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

光
町
里
学
園
、
小
百
合
保
育
刷
へ
金

二

千
円
マ
ム
寸
金
町
記
入
話
会
(
代
表
問
中
一
夫
さ

ん
)
か
ら
ブ
ト
ウ
六
弟
、
と
会
只
八
名

政
舟
困
を
慰
問

議
議
噛
河
内
穂
審
議
書
物

今
金
町
内
の
米
町
販
売
登
録
業
者
は

六
軒
で
、
そ
の
取
扱
数
訟
は
、
昭
和
五

十
三
年
度
二
十
一二
万
八
千
百
凹
十
五
話

(
約
三
千
九
百
六
十
九
依
)
昭
和
五
十

四
年
度
で
は
二
十
四
万
五
千
四
百
八
十

銭

(
約
凶
千
九
十

一
依
)
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
前

年
よ
り
百
二
十
二
依
地
加
し
て
お
り
ま

す
。し
か
し
若
干
増
加
し
て
い
る
も
の
の

本
町
は
米
の
生
産
地
で
も
あ
り
相
当
不

正
な
流
通
米
が
出
回
っ
て
い
る
も
の
と

与
え
匂
れ
ま
す
。

米
殺
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
食
組
管

理
法
に
基
づ
き
、
都
叫
埠
府
県
知
事
a

か
り

販
売
目
見
鉱
業
者
の刊
一
昨
日
円
を
受
け
な
け
れ

ば
販
売
出
来
ま
せ
ん
。
米
穀
販
売
の
登

叫
却
を
持
た
な
い
方
の
販
売
、
又
は
、
登

録
を
持
た
な
い
方
か
ら
の
購
入
は
法

の
規
定
に
よ
っ
て
厳
重
な
処
剖
を
さ
れ

る
こ
と
に
立

っ
て
お
リ
ま
す
か
旬
、
違

反
の
な
い
よ
う
に
ご
江
古
く
だ
さ
い
。

米
殺
販
売
登
録
等
に
つ
い
て
知
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
商
工
観
光

謀
商
工
観
光
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、

AZι
町
内
的
米
穀
版
裳
耳
休
業

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
字
花
石
・
阿
部
久
治
、
マ
宇
極
川

坂
本
武
史

Y之
丞

・
川

μ貞
子

マ

'玄
f
金

白

山

泊

マ

支

丞

・
竹

マ
字
今
金

・
沌
沢
陽
太
郎
。

中
み
の
り

カ
月
以
上
十
六
カ
月
未
満
)

y
ン
デ
レ

ラ
ベ
ラ
イ
ル
マ
リ
ナ
|
(
神

ι
伊
藤

実
)
マ
三
部
(
生
後
満
十
六
カ
月
以
上

二
十
一
カ
月
未
満
)
ヤ
マ
エ
デ
ン
カ

ド
ア
ホ

i
プ

(
鈴
岡
山
本
型
彦
)

マ
凶
部

(二
歳
未
経
産
)
グ
リ
ー
ン

ン
ヤ
ド
ラ
グ
ア
ソ
プ
ル
ル
乃

』
鈴
間

山
本
精
彦
)
マ
五
部
(
二
歳
以
上
凶
歳

未
満
)
エ
ム
ビ
|
ピ

l
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

オ
フ
コ
ン
ケ
ス
ト

(神
且
中
野
貞
雄
ド

マ
六
部

(四
歳
以
上

l
経
産
)
マ
チ
ム

ラ
フ
ジ
ホ
プ
バ
イ
ス
ロ
イ
(
鈴
岡

・

山
本
的
彦
)

曹

v
未
経
晶
凡
ヰ

1
松
市
位
川
口
パ

l
ト
ン
ロ

1
ジ
ュ
ベ
ラ
イ
ル

(抽
主
・
中
野
貞

雄
)
V
経
産
牛

1
n専
門川
件
目
ヤ
7

ア

ー
ル
チ
ェ
フ
ジ
カ
ナ
ダ

(鈴
岡
・
山
本

梢
彦
)
V
乳
一一切の
部

ジ

/

プ
リ
ノ
l

ザ
ン
エ
リ
ン
ク
(
鈴
岡
泊
家
正
人
)

。
馬
の
部

マ
一
!
二
郎

(三
歳
)
花
姫

(八
京

附
性
主
u)
l
w
d阿
部
最
高
位
日

マ
凶
部
(
1

且
歳
以
上
)
者
姫

(祢
江

本
川
勝
五
口
)

マ
川
上
敏
夫
さ
ん

(盟
問
)
か
ら
五
万

円
を
亡
義
母
が
お
世
話
に
な
っ
た
滞
札

と
し
て
笠
寺
園
へ

守
山
田
貞

一
さ
ん
(
樋
川
)
か
ら
紙
お

む
つ
三
十
本
を
山
石
図
へ

マ
，
斗
正
佼
成
会
柏
山
支
部
生リ
年
郎

(代

表
亦
川
彰
一
さ
ん
)
七
名
が
立
有
図
的
信

型
倒
窓
ガ
ラ
ス
主
d
M
m
除
を
二
時
間
三

十
分
労
力
奉
仕

米穀等の販売は都道府県

知事の許可が必要

無
緑
障
害
の
防

ιに
ご
協
力
在
ノ

古
あ
立
た
の
市
民
ラ
ジ
オ
(
ト
ラ
ン
シ

パ
)
に
は
こ
の

7
1
ク
が
つ
い

て
い
ま
す
か
フ

官
郵
政
省
の
検
定
に
合
格
し
た
機
器
以

外
の
ぬ
出
力
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
1

ラ
/
ン
パ
を
使
用
す
る
と
述
反
に

な
り
ま
す
。

官
ト
ラ
ン
ン

l
パ
ー
を
使
用
す
る
と
き

は
免
許
を
受
け
て
正
し
く
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

各
人
が
、
自
由
勝
手
に
屯
J

山
(不
法

電
波
)
を
出
す
と
、
他
的
無
線
局
町
通

信
や
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
の
F
F
V乞
妨
害

し
、
み
ん
な
の
達
也
に
主
リ
ま
す
。

国
を
守
る
若
い
力

陸
・
海
・
空

自
衛
官
募
集

防
白
庁
で
は
、
一
一
等
陸
海
・
空
士
の
志

願
受
付
を
次
の
と
お
り
行
っ
て

い
ま
す
。

マ
資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
男
女

特
別
職
国
家
公
務
員

衣

食

・
住
無
料
支
給

初
任
給
八
万
八
千
四
百
円
(年

一
回
昇
給
)
で
、
ボ
ー
ナ
ス

五
二
か
月
分
と
、
公
務
円
以

給
与
法
に
よ
る
各
科
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

大
問
自
動
半
年
計
、
海
技
免

マ
身
分

マ
給
与

マ
特
典

( 6 1 

ご
存
じ
で
す
か

旧
陸
海
軍
看
護
問姉
さ
ん
の

実
態
調
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

厚
生
省
で
は
、
こ
の
六
月
か
句

も
と
陸
海
軍
の
病
院
な
と
て
勤
務

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
つ
い
て
、

在
職
さ
れ
て
い
た
聞
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

陸
海
中
叫
宕
護
婦
と
し
て
、
勤
務

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

役
場
絹
祉
課
の
窓
口
に
お
立
寄
り

く
だ
さ
い
。
係
で
は
、
「
旧
陸
海
軍

看
護
婦
実
態
調
査
官
ゲ
と
「
調
査

虫
記
入
に
つ
い
て
の
説
明
書
が
用

立
し
て
あ
リ
ま
す
の
で
こ
れ
を
軌

読
の
つ
え
調
査
票
に
該
当
の
こ
と

を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
に
は
、

一
人
で
も
ム
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
の
で
お
知
り
あ
い
の
中
に
お

り
れ
ま
し
た
旬
、
制
査
の
こ
と
を
知

句
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
詳

し
い
こ
と
は
厚
生
省
扱
議
局
第
一

課
(
屯
認
0
3
1
5
0
3
l
7

1
1
)
道
民
生
部
按
議
事
務
謀
、

無線倹お型式市化

合物 マータ

あなたの市民ラ

ジオ(トランシ

ーハー)に"
二のマークがつ
いてますか。

IIII附l糊欄ii提(惚勤~~))l蹴鵬l腕111出 111

信重量

調香

マ
採
用

許
そ
の
他
的
国
家
墓
前
取
得

定
時
制
問
牧
、
大
学
二
部
(
夜

間
)
へ
の
通
学
可

毎
月
二
回
で
、
陸
上
は
函
館

部
隊

(希
望
に
よ
り
他
的
部

隊
へ
も
入
隊
で
き
ま
す
)

海
上
は
横
須
山
H
基
地
、
航
空

は
均
玉
原
龍
谷
基
地
へ
入
隊

自
衛
隊
A
玄
止
説
集
中
世
帯
所

市
島
原
市
1
0
2
5
80
又
は

役
場
町
民
課
へ
。

マ
受
行

(7) 
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広報 口口 お L らせ 口口口 広瞳 口口 お L .;せ 口口口 広報 口口 おしらせ 口口

町民ひろば口口地域的できごと.話題.町政への立見 掛明 生活内側lW己主ζ_?:.1UむL仁どさい口口町民ひろば

、わが家の戸イドJレ11
雌田袋柑さんのこ列{本町}
拓也(たくや)ちゃん (8カ月)
情んでむよも〈宜べるが、少し小

さめ 身も軽いよヲです.;ヨ比

ちゃんに良〈似て. ~かん坊か
ねる時には必句ずおばあちゃん

円子守歌でスヤスヤ

おじいちゃん円舶を比ると、 H
〈英勺て大好き F

写真募瞳中 3融まで町おチ
さんの日常的スナ yプをお寄せ

くださ、、 広報係ー

オ日衛生監視員 ・消費者

懇談会を開 く

食品衛生面に鋭い目

消費者と今金保健所

4
守ー

今
金
保
地
所
で
は
、
食
品
衛
生
迎
間

(
八
月
四
日
1
八
月
十
日
)
に
ち
主
み

泊
賞
者
に
よ
る
一
日
食
品
術
生
原
視
と

消
賞
者
慰
談
会
か
え
月
四
日
、
市
街
地

の
主
主
庖
舗
を
拙
出
巡
回
し
て
衛
生
状

況
を
チ
エ
ソ
ク
し
ま
L
P、

一
日
航
税
只
に
委
嘱
さ
れ
た
今
命
蹴

人
舎
の
主
婦
六
人
は
、
ニ
庇
に
分
か
れ

保
健
所
貝
と
一
諸
に
町
内
の
ス
!
バ
、

食
堂
、
魚
介
類
底
、
精
肉
庖
な
ど
十
府

側
ほ
ど
抜
き
打
ち
的
に
巡
回
、
施
設
の

監
理
、
消
泌
さ
、
ね
ず
み
や
こ
ん
虫
の

駆
除
、
手
洗
設
備
、
廃
築
物
容
器
の
完

備
、
使
用
水
町
管
理
状
況
な
ど
十

一
項

目
に
わ
た

っ
て
訓
査
し
ま
し
た
。
監
視

の
結
来
①
手
洗
い
設
備
の
位
置
が
些
〈

広報 ロロ おし ら せ

b 問合せ先

干 041 函館市民官町3丁目23岳地

函館蛇合同等職業訓練校

Tel 01387 52ー0323

・昭和55年度肢体不自由児巡回揮育相
般の開催

本年度町肢体不自由児巡回暗rr相臨
を止の要領で行います.

b相時日 9月26日 9時30かから

t告場北崎山町母子健康-t;..タ
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町民センタて
十
分
使
用
さ
れ
て
主
い
、
手
ふ
き
が

汚
札
て
い
る

m湾
政
時
的
中
に
、
間
品

価
他
の
下
っ
た
食
品
な
ど
が
山
内
に
あ

リ
概
し
て
整
型
さ
れ
て
な
い
②
食
べ
物

を
扱
う
広
で
爪
に
マ
ニ
ュ
キ
ヤ
主
ど
を

付
け
て
い
る
庖
只
さ
ん
む
見
ら
れ
る
の

で
使
用
し
主
い
よ
、

A
Y酢
水
施
設
が
あ

ま
リ
良
く
な
い
④
ネ
ズ
ミ
が
山
て
困
る

が
駆
除
対
策
に
苦
府
⑤
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
で
六
カ
月
経
過
の
も
の
が
あ

っ
た
⑤
福
蔵
品
(
魚
)
、
筋
子
バ
ソ
ク

誌
に
日
付
が
な
い
な
ど
の
問
題
占
が
報

告
さ
れ
ま
し
え

そ
の
後
今
金
地
方
食
品
衛
生
協
会

の
指
導
只
と
懇
設
会
を
聞
き
、
内
藤
重

蔵
支
部
長
は

「食
品
を
取
扱
う
業
者
と

し
て
日
常
な
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

よ
う
厳
し
く
指
山
押
し
た
い
」
と
約
点
。

保
健
所
で
は
「
術
生
迎
問
中
だ
け
で
な

く
年
間
随
時
指
導
す
る
が
、
油
開
日
一
者
も

気
付
い
た
占
は
迫
感
な
く
庖
主
や
保
健

所
に
辿
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
fも

ft@)5321 

E②0324 

宮②0221

宮②0057

宮⑤5321

b対象原則として18議未満町肢体

不闘由児とするが場合により 18措
以上司方る対量とする@

t利IJ炎町内容

(1)地投入所町通舌 £ 

(2)袖韮J持制町内嬰告と他用方法伺指噂
13)車椅子、自助主L等町要否

(4)身障者手帳究付申制診断意見占円

発行

(5)育成医曜の要古及び意見山内発行

(6)その他町時育llii草及び相臨
t受診対象児(保護者)町持参するも町

身{牛臨書者手帳、印かん。

.進学は葺日奨学生制度てe

聾日新聞社では、働きなが句 自分

的力で .iJM~jとできる毎日奨学と生制度を設
けております.

こ町制度は、大学生、 短大 各価学

校生、予備I校生にそれぞれ各コース町

奨学何度を適用し、必要会宇質的貸与

返情不安内奨学金支給内はか、生活町

一切を保証する L円です. 王~柱 、 来年
皮肉奨学生募集Lております.詳しい
バ ノフレ yトを無料で送りますので

次同事務局までも、氏名、住所ゃ電話番

号をむき添え申込み下さい.

b札制)J~務局 H 231-5837 
札制市中央区北4条西 6- 1 

4-

2組

... 

圃 1・2組技能士釧綱蝶程温情制講座
畳鴎金の募集

生産現場に働〈技能骨働者に、1'.¥1止
な技術水準へ町道を開〈ため次によリ

~}m L ます。
b月;ilroJi
l紐 機械1m工科、仕上げ科担金
料配官科、

機械料、機械製図料、機械柚

査科、時計修樫科、回転屯蝿

岨立て科、掛鉄掛物件、木I~~
料、挫築血装料、左官科、京

共木工科、建共同建築料、

配管料、とび料、タイル配リ

科、ブロ yク越築料、オフセ

y ト，nl削I!午、など。
t受講資柚

実前向車型検があれば畳τ持できますo( 111 
L 1融"、 1紐技能楠定畳輸責措者

又は、 l年1&にその責措を得る方)
b受講WJlilJ おおむね 1年!日J(申込み
は、いつでも受付けますJ
b畳講料 l組 8，000円 2組6，000円
b特典受講した腕闘に対応する1
2曲技能検定学科免除

---." -

リ年
ま寄

?巨E

〆き
つ
い
が
楽
し
い

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

お
年
寄
り
の
健
康
岡
山
進
と
生
き
が
い

づ
く
り
に
、
と
計
画
さ
れ
た
第
五
回
今

金
町
高
齢
者
ス
ポ
l
y
大
会
が
、
七
月

三
十
一

日
、
町
総
合
体
育
館
で
聞
か
れ

町
内
全
愚
か
ら
集
ま
っ
た
四
百
人
近
い

開
会
に
当
た
り
、河
端
町
長
か
ら
「
き

ょ
う
は
思
う
存
分
ス
ポ
l
y
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
@
老
人
体

操
に
続
い
て
、
ピ
ン
の
行
え

知
り
ず
で
幕
を
開
け
れ
~
各

地
区
を
五
組
に
分
け
て
対
抗

し
た
た
め
簡
単
な
競
技
や
ゲ

ー
ム
も
大
ハ

y
ス
ル
(
写
真
)

昼
食
後
は
今
金
老
人
ク
ラ
ブ

が
そ
ろ
い
の
衣
装
で
今
必
甚

句
な
ど
の
踊
り
を
披
露
し
て

拍
手
か

っ
さ
い
。
得
点
で
は

サ
ル
チ
l
ム
十
四
点
、
牛
チ

ー
ム
十
三
占

、
ゾ
ウ
チ
l
ム

十
一
点
、
ラ
イ
オ
ン
チ
ム

九
点
、
ウ
サ
ギ
チ
l
ム
が
七

市
、
で
、
サ
ル
チ
l
ム
(
今
金
地

区
)
か
優
勝
し
ま
L
F
3

ー
櫓
山
4

H
ク
ラ
ブ
員
の

集

い

開

か

る

農
業
的
改
良
生
活
改
善
と
背
年
活
動

に
遁
逃
し
て
い
る
段
村
青
少
年
が
一
同

に
集
い
技
術
と
意
見
町
交
換
を
行
い
、

相
亙
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、

第
一
回
楠
山
4
H
7
ラ
プ
貝
円
集
い
が
、

七
月
三
十
日
i
三
十
一
日
と
二
日
間
に

わ
た
り
町
刊
少
年
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

国
陣
こ

i

h

r

す

以

勘

削

除

M

M
削

川

同

日

比

肘

は

村

比

署

暫

時

う

1
1ぃ
川
こ
功

一
吋
同
司

け

た
叫

H

M
叫

h
u
u
〈

日

た

ま

方

祭

器

車

よ
か
る
日
れ
和

社
叫
口

吋

旧

弘

計

ほ

こ

れ

川

仙

川

市

加

法

九

吋

Z
札
九州
M
刷

。

融

制

蜘

h

木
柵
糊
忠
明
内
側
公
訂
以
刊
行
怒
込
山
三
川
い
け
院
院
院
院
院

山
向
山

町

黙

白

山

山

山

市

川

山

川

町

山

肌

中

日

放

w
…
川
間
は

師
向

日

付

品

新

小
木
山
見
3

者

町
出
と
ら

a

L

L

i

て
日
み
町
川
市
岨

当
町
自
国
山
右
町

制
醐
水
叫
ト
九

珂
以
リ
刊
特
別
杭

%

引

山

間

川

端

ル

何

回

時

M

M

川
町
羽
詰
紅
側
H

紅

鵬

岡

崎

胸

片

付

2
Z
1
t棚
、
一
辺
個
そ
官
月
月
加

川
同

日

叫

問

主

制

北

今

今

今

北

.

保
毎

a
・

を
所
昭
行
は
す
に
す
い

q
h
1
M
M
M
川
島

川

M
U
刊

川

U
釦

印

刷

閉

山

畑

町

4
H
ク
ラ
ブ
員
向
集
い
に
は
、
柏
山

管
内
江
差
町
、
厚
沢
部
町
‘
北
格
山
町

訓
棚
町
の
ク
ラ
ブ
只
六
十
人
が
出
席
、

実
質
に
は
‘
楠
山
支

Z
H木
政
務
謀
長
、

今
金
町
長
、
村
本
今
帝
農
協
組
合
長
、

町
中
井
教
育
長
ら
ケ
」ワ
祝
梓
が
述
べ
ら

れ
、

「
八
十
年
代
に
向
っ
て
活
力
あ
る

農
村
建
設
に
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
.

続
い
て
、
告
口
北
海
道
4
H
C
の
歌

を
斉
唱
し
開
会
式
を
陶
じ
子
、

次
に
会
場
を
青
少
年
会
館
広
場
に
移

し
、
県
産
・
宙
産
、
&
活
改
善
の
三
部

門
に
分
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
過

程
で
体
得
し
た
技
術
や
生
活
向
場
で
自

ら
創
芯
工
夫
し
た
内
容
を
発
表
し
ま
し

た
。
夜
は
、
国
代
儲
下
流
河
畔
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
囲
み
、
青
春
内
情
熱

を
燃
し

一
日
を
心
申
〈
ま
で
過
こ
し
て

い
た
。
A
M
示
内
部
成
制
は
次
の
と
お
り
@

マ
最
優
秀
賞

遠
藤
正
美
(
厚
沢
部
町
)

マ

優

秀

賞

樋

口
洋
一
(
今
金
町
)

マ

岡

林

信

男
(
今
金
町
)

「

8
月

1
日
か
ら
北
繕
山
税

務
」

「
l
出
張
所
が
支
庁
に
統
合
」

近
年
、
社
会
経
済
情
勢
同
急
速
な
変

化
ゃ
、
税
制
改
正
等
に
よ
り
道
税
に
関

す
る
事
務
は
都
市
部
を
中
心
に
増
加
の

傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
交
通
事
巾
や
通
信

体
係
が
著
し
く
改
善
さ
れ
る
な
ど
‘
加悦

務
出
張
所
を
取
り
ま
く
環
境
は
設
置
当

時
に
比
べ
会
幅
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

巡
で
は
‘
こ
の
よ
う
主
状
況
に
対
処

し
、
悦
務
事
務
を
一
層
効
率
的
に
進
め

る
た
め
、
本
年
八
月
一
日
か
ら
噸
捌
町
、

北
楠
山
町
、
今
金
町
営
内
向
道
従
事
務

を
所
信
し
て
お
り
ま
し
た
北
柏
山
税
務

出
狼
所
内
事
務
を
楠
山
支
庁
税
務
謀
で

取
リ
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
柑
山
支
庁
税
批
判
献
に
お

た
づ
ね
下
さ
い
。

楠
山
支
庁
税
務
課

所
在
地

干
仰
江
差
町
ι

手
陣
屋
町

屯

話

江

差

局

(②
l
I
0
1
0
)
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圃
横
井
久
妻
子
、
コ
ン
サ

ト

聞

か
る
。

"
人
間
へ
の
か
ぎ
リ
な
い
優
し
さ
を

う
た
い
つ
づ
け
て
イ
年
Ml
7
ォ
1
7

Y

ン
ガ

l
桃
井
久
美
干
さ
ん
の
"
お
い

で
一
絡
に
コ
ン
サ
ー
ト
u

が
七
月
八
H

夜
、
町
民
セ
ン
タ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一人
的
イ
ど
も
の
時
械
で
も
あ
る
棚

井
久
長
子
さ
ん
は
「
人
間
と
し
て
の
生

き
る
あ
か
し
」
を
も
と
め
る
ソ
ロ
ン

ン
ガ
ー
と
し
て
活
動
を
つ
づ
け
て
い
ま

す
。
当
日
の
油
奏
会
は
、
内
自
転
中
に

の
っ
て
u
"私
的
愛
し
た
街
。
な
ど
、

歌
戸
は
搾
れ
と
存
瓜
を
ひ
と
つ
に
し
、

聴
殺
を
魅
了
し
ま
し
た
。

-
牛
坑
と
右
米
の
消
貨
拡
大

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
行
わ
れ
る

「消
沈
拡
大
へ
の
道
は
地

元
か
ら
」
と
今
世
町
米

・
牛

乳
消
費
知
大
協
議
会
(会
長

原
口
民
的
股
協
点
円
年
部
長
)

が
五
側
。
そ
れ
に
町
と
瓜
協

が
パ

Y
7
7
y
プ
し
て
じ
H

卜
七
円
午
後
町
内
目
抜
主
泊

り
で
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の

P
R作
戦
は
事
前
に

町
民
に
泣
淫
し
て
い
た
の
で

今
米
と
牛
乳
の
パ
ソ
ク
千
h
百

悩
は
一
時
間
足
ら
ず
で
な
く

な
り
比
明
日
町
内
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

込
丙
く
町
民
は
荘
ん
で
い
ま

し
た
。

つ国
トヒqックス=広級=

-
要
求
米
価
の
実
現
へ
気
勢
，F

作
生
産
品
製
求
山
本
側
」
ハ
1
λ
一
万
九
千
七
百
六
十
九
州
を
実

現
し
よ
一
つ
H

主
と
肱
印
に
八
汁

一
口
今
金
町
般
協
、
同

保
氏
迎
盟
同
稲
作
目
油
会
、
間
決
協
汗
年
、
婦
人
部
、
一
子
慨
に

よ
る
寸
昭
初
五
卜
ゐ
年
瓜
要
求
心
小
伽
汀
徹
、
稲
作
経
JH陣
立

今
金
町
民
民
大
会
が
州
民
協
前
広
場
で
闘
か
れ
約
二
百
人
的

米
作
山
出
家
の
方
々
が
え
軸
却
を
上
げ
た
。

i竺竺竺i

佐
々
木
川
出
子
元
(政
広

川
小
平
一
死
(訓
犬

石
塚
山
#
芳
(
仁

秋
山
絵
美
製
作
沌
(
芳
夫

長
谷
川
孝
也
V
M
(
賢
治

安
説
和
礼
修
会
輝
雄

内
域
消
博
治
(博
信

伊
様
子
山
区
玄
(芳
孝

斉

下

問

一
括
(
勉

れ
川
水
京
子
孫
(俊
行

行
我
井
郎
世
予
相
(
正
直
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ロ
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

目
的
絵
英
一
パ
(也
h
〈
以
立
)市
栄
町

日
世
扇
町
V

凡
(
帥

一

長
女
)
八
束

-
函
館
土
木
現
業
所
今
金
出
張
所

が
新
築
起
工

老
杓
化
し
た
成
杭
の
庁
舎
が
い

よ
い
よ
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

八
月
十
二
日
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
築
現
場
は
坑
庁
合
近
く

で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

部

一

階
建
て
約
五
百
平
万
川
町
立
派
な

山川
合
が
卜
二
月
末
に
完
成
し
ま

す
。

.." 
RZ， 

N
K
K
)
純

川

氏
列
)
日
制
町

長
列
)世

又

一一
女
)本

町

長
男
)
陶
工
団
地

長
男
)
神
五

長

男

東

町

民
女
)
南
栄
町

民
男
)市

町

長
女
)南
北
町

長
女
)神

丘

沢
谷
到
柏
V
A
(
芳
博

三
男
)末
広
町

内凶
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

佐

藤

修

一
H
南
波
裕
子
ロ
め
山
町

極
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

佐
々
木
好
治
パ
七
十
四
蔵
栄
川

沌
坪
義
男
一
元
凹
ト
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歳
八
京
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ωぷ
九
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政

昭
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と
み
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村

タ

ケ

孫

七

ト
三
蔵

中
川
光
雄
p
m

六
十
九
歳

山
凶
ト
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v
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